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福島潟周辺の中学生の環境認知の実態と経時的変化 
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子どもは地域住民や学校教員などの様々な人を通して地域と関わる体験により, まちへの関心を育むとさ

れ, まちづくりの参加意欲形成の一手法としてまちづくり学習が都市計画の分野で取り上げられている. 

新潟県新潟市北区にある福島潟では豊かな自然環境を活用した環境学習がおこなわれており, 2019 年には

中学生の福島潟の地域認識を問うアンケート調査が実施された. そこで本研究では, 中学生を対象として

特に福島潟周辺地域の場所やその場での経験に関する認識の実態を把握し, アンケートを再度実施するこ

とで子どもの関心の変化の実態を把握した. その結果, 中学生の場所の認知度やイベントの経験, 動植物

の知識などから, 中学生が認識しやすい対象が確認され, 施設や植物の一部に対しては経時的変化のない

特徴的な認識があることが分かった.  
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1．序論 

 

(1) 研究の背景 

人々が住むまちを認識するとき, その認識が地域

に対する関心へと深化すると, まちづくりへの参加

意欲の向上に関わるとされている. その意欲形成の

手法として都市計画の分野ではまちづくり学習が取

り上げられてきた 1).  

まちづくり学習とは, 都市計画やまちづくりにお

いて住民の参加意欲の形成を目的として用いられて

おり, 学校教育における地域学習の一環としても行

われている. 文部科学省の「総合的な学習の時間」の

学習指導要領 2)によれば, 地域と連携した学習活動

を行うことが求められており, 地域は子どもたちが

学び育むための重要な場所として位置付けられてい

る. このようにまちづくり学習は地域や学校現場な

ど様々な場で行われており, その方法も地域の広報

誌や地域絵本作り, 共有空間での共同作業や子供向

け WS など様々な方法がある. 福田ら 3)はまちづく

り学習とは環境学習の 1 つであるとしており, 環境

学習まで広げてみれば日本各地で様々な取り組みを

見ることができる.  

 その一例として新潟市ではラムサール条約の湿地

自治体認証を受けており, 潟と住民の関わりは深く

市内の小中学校ではこれらの潟を活用した学習活動

が行われている 4)-6) . 新潟市北区の福島潟では環境

学習ができる場として様々な施設が存在し活用され

ており, 大森 7)による中学校生徒を対象とした既存

研究によって福島潟で行われる様々な体験の思い出

が印象的に残り, 子どもの深い地域への認識を育ん

でいることを明らかにした. 2025 年現在では, 2019

年以降に発生したコロナ禍で一時期中止されたイベ

ントや, 現在復活してきている環境学習などや様々

なイベントや市民活動に変化がある. そのためこう

した社会情勢の変化を踏まえて, 地域認識や, まち

づくり学習についての継続的な調査が今後のまちづ

くり学習を考えるうえで重要であると考えられる.   

 

(2) 研究の目的 

以上をふまえ, 2019 年に行われた大森 7)による調

査の継続として, 新潟県新潟市北区の福島潟および

その周辺地域を対象として, 学校教育の場ともなる

福島潟周辺の施設やイベント, 自然が影響を与える

子どもたちの地域に対する認識についてどのように

持つか把握し, 中学生の認識の経時的変化を明らか

にすることを目的とする.  

 

(3) 既存研究の整理 

既存研究として, a) 福島潟に関する研究, b) まち

づくり学習に関する研究, c) 地域認識に関する研究, 

の 3 つに大別して示す.  

a) 福島潟に関する研究 

先行研究として, 大森ら 7)は, 福島潟近郊の中学

校に通う生徒に対して福島潟およびその周辺環境の

認識についてアンケートおよびワークショップによ

る季節や時間を考慮した認識を把握するためのイン

タビュー調査を行った. その結果, 身体感覚的経験

が子どもの印象・思い出の形成に関わっており, 地



 

 

域認識の形成について間接的に関わってくることを 

明らかにした. 一方で学校教育が生徒の地域理解に

関わっているものの, 生徒が目にした印象と役割に

ついて伝えたい狙いが異なると, その施設の役割の

本質的な理解に至らないことを示唆している.  

また, 内山ら 8)によって, 福島潟の市民活動の役

割と変遷について明らかにされている.  

b) 子どものまちづくり学習に関する研究 

まちづくり学習に関する研究は 1980 年代から都

市計画の分野で研究がされ, 建築学や環境教育学な

どで数多くの研究がなされている. 原科ら 1)は住民

のまちづくりの知識獲得のためのまちづくり学習の

必要性が述べた. 梶島ら 9)は, 子どものまちづくり

学習におけるその支援を目的とした副読本の有用性

について明らかにした. 田中ら 10)は, ビオトープを

通した教師, 住人, 子どもの三者の活動によって, 

主体的に関わる意欲を育み, 地域と学校の境界を無

くすといった効果があると明らかにした.  

c) 地域認識に関する研究 

地域認識の調査手法は, 数多く存在している. 加

藤ら 11)は, SD 法によって地域イメージを調査し, 地

域イメージは活性度と整序度の二つの尺度によって

認識されていることが判明した. 芮 12)は,異なる地域

特性を持った 3 つの地域においてふるさとイメージ

をアンケート調査分析し, 自然体験がふるさとイメ

ージの形成に関与すると明らかにした. 

 

(4) 本研究の位置づけ 

本研究では, 2019 年に大森が行ったアンケート調

査を基にして, 福島潟とその周辺地域を対象とした

中学生の地域認識の実態について, 2019 年と 2025

年での変化の把握を行う. まちづくり学習の結果で

あると考えられる子どもの地域認識の特徴を把握す

ることによって, まちづくり学習に関する示唆を得

ることが可能であると考えられる.  

2. 研究対象地の概要 

 

(1) 対象地の概要 

福島潟は, 新潟県新潟市北区および新発田市にか

けて位置する淡水湖であり, その位置関係を図-1に

示す. 13 本の河川が流入しており, そのうち 12 本は

五頭山地を起源としている. 一方で, 福島潟からは

主に新井郷川から海洋へと流出している. また, 福

島潟の面積は約 262ha であり, 新潟県内に複数存在

する「潟」の名を持つ湖沼の中で最大である. かつて

は国営福島潟干拓建設事業によりその面積は約

193ha の大きさまで減少したが, 現在河川改修事業

に伴って, 湖岸堤の整備とともに一部が潟へと戻さ

れた. また, 福島潟およびその周辺ではオオヒシク

イをはじめとする約 220 種の野鳥と, オニバスなど

450 種以上の植物を確認できる. 14)-16) 

 

(2) 福島潟周辺施設の概要 

 福島潟周辺には, その自然環境を活用した多様な

施設や, 周辺知識を水害から守る施設が存在する. 

これらの施設の概要を表-1に示す. これらの施設で

は, 福島潟の多様な自然を観察できるほか, ねっと

わーく福島潟やヨシあし和紙の会などの市民活動団

体の活動の場, 近隣小中学校の環境学習の場として

活用されている. 17) 

 

(3) 福島潟でのイベント 

 福島潟では一年間を通して, ビュー福島潟主催の

イベントや市民活動団体によるイベント, 新潟市主

催のイベント等様々な団体によるイベントや企画展

が行われている. これらのイベントについてその例

を表-2に示す.  

特に春の菜の花の開花時期や 9 月の自然文化祭な

どのイベントには多くの人が訪れる.  

 

 施設名 概要 

福
島
潟
を
取
り
囲
む
施
設 

ビュー福島潟 福島潟の情報発信施設 

環境と人間のふれあい館 公害・環境の学習施設 

遊水館 プール施設・木船体験 

潟来亭 古民家風無料休憩施設 

自然学習園 動植物の観察施設 

遊潟広場 動植物を観察できる池 

オニバス池 オニバスの群生池 

雁晴れ舎 野鳥観察ができる施設 

ラグーンブリュワリー 酒蔵とカフェ 

菱風荘 潟の近くの宿泊施設 

治
水
施
設 

新井郷川排水機場 福島潟の水の排水施設 

福島潟放水路 氾濫時緊急放水施設 

福島潟湖岸提 福島潟を囲む堤防 

図-1 研究対象範囲 16) 

表-1 福島潟周辺施設 14) 



 

 

(4) アンケート調査協力校の概要 

本研究では, 調査協力対象校を大森による調査と

同じ新潟市立葛塚中学校とした. 葛塚中学校の学区

域内には福島潟の大半を含むほか, JR 白新線の豊栄

駅や新潟市北区役所などの旧豊栄地区の中心的地域

の多くを含んでいる 16).  

葛塚中学校では毎年 9 月に福島潟周辺で開催され

る「福島潟自然文化祭」に学校行事として参加して

おり, 今年度から総合的な学習の時間の成果として

1 年生が福島潟の PR 動画や国の天然記念物である

オオヒシクイの飛来を歓迎する雁迎灯のデザイン, 2

年生が職場体験の紹介, 3 年生が演劇やウォークラ

リーなどの出し物を行った 17). また, 同学区の葛塚

東小学校においても総合的な学習の時間を含む学習

の場においてザリガニ釣りや福島潟の自然を学ぶ活

動等において福島潟が活用されている 5)6).  

 

3. 子どもの福島潟に対する認知 

 

(1) アンケート調査の概要 

福島潟での子どもたちの普段の生活や学校教育な

どから子どもたちに育まれたであろう福島潟への施

設, イベント, 自然に関する認知や認識について, 

新潟市立葛塚中学校の全校生徒及び生徒の身近な大

人を対象としてアンケート調査を行った. 比較のた

めに, アンケートは2019年実施のアンケートと同内

容のものを含み作成した. アンケート調査の概要と

内容を表-3,4に示す.  

(2) アンケートの単純集計結果 

2019 年に大森が実施したアンケート結果および

本研究における 2025 年のアンケート結果の単純集

計結果を示す.  

a) 福島潟周辺施設の認知度 

Q1-1 の福島潟周辺施設の認知度について 4 尺度

による選択回答の結果を集計し, 実施年度間で比較

を行った. 回答結果を図-2, 図-3に示す.  

 アンケートの実施年度双方に共通して, 「ビュー

福島潟」と「遊水館」, 「ふれあい館」は共通して認

知の高い選択肢が選ばれ, 「遊潟広場」の認知の低い

選択肢の選択がみられた. また, 2025 年実施のアン

ケートにおいて追加した「ラグーンブリュワリー」

と「菱風荘」の認知度も低いことが見られた. 一方で, 

残りの施設においては, 認知度に差が見られ, 2025

年において増加していることが見られる.  

b) 福島潟周辺施設での経験 

Q1-2 では福島潟周辺施設から最大 3 施設を選択

し, 来訪頻度, 来訪時期, 来訪時の同伴者, その施設

の知識と思い出を聞いた. この内選択回答の結果を

集計し, 比較を行った. 集計結果を図-4～図-11 に

示す.  

施設によって選択数が大きく異なり, 認知度の高

い「ビュー福島潟」「遊水館」では多くの回答数が得

られた. 一方で, 回答数が少ない施設も多く, 2025

年実施のアンケートにおいて認知度の上昇が見られ

た「自然学習園」などの施設も回答数が少なかった. 

 2019 年 2025 年 

調査対象 
葛塚中学校全校生徒

(345 人) 

葛塚中学校全校生徒

(354 人) 

配布方法 担任教諭の協力のもと, 調査用紙を配布 

回収方法 調査用紙を担任が回収し, 郵送 

配布日 2019/8/29 2025/11/10 

回収日 2019/9/4 2025/12/4 

回収数 
267 部 

(回収率 77.4%) 

168 部 

(回収率 47.5%) 

  イベント名（2025年においてアンケートの設問に追加したイベント名を青字で示す. ） 

・ 菜の花の見頃 ・ 潟船乗船体験 ・ ザリガニ釣り ・ マコモ植え 

・ 遊水館での水遊び ・ 昆虫観察 ・ 雁ばり隊 ・ ガイドウォーク 

・ 福島潟駅伝/マラソン ・ クイクイのイベント ・ 潟キャンプ ・ ヨシあし和紙の会 

・ バードウォッチング ・ ヨシ焼き ・ バードカービング ・ かたごはんの会 

・ 福島潟マルシェ ・ 夕方コンサート ・ 植物観察会 ・ フォトコンテスト 

・ 自然文化祭       

表-3 アンケートの基礎情報 

 

表-4 アンケート調査の概要 

表-2 福島潟で行われたイベントの例 14) 



 

 

回答の傾向として, 来訪頻度が数回あり, 小学 3

年生までに家族や友達と訪れた施設の回答が多い. 

一方で, 「オニバス池」は 1 回も訪れたことがない

と回答する人が一定数あり, 「ふれあい館」では小学

4 年生以降に訪れた人が多く, これらの施設では先

生と訪れると回答した人が他施設より多かった.  

c) 治水施設の認知 

Q2 では「新井郷川排水機場」「福島潟放水路」「福

島潟湖岸提」の治水 3 施設の認知について, 施設自

体の認知と役割の認知の 2 観点からその実態と変化 

を集計した. その結果 3 施設の認知では, 「福島潟放

水路」の施設自体の認知は学年によって高いことが

見られた. また, 役割の認知ではいずれも低く, 「新

井郷川排水機場」では生活排水の浄水という誤認識

の回答も見られた. 一方で, 放水路の施設見学をし

たことがあるという回答が多かった 2019 年の 3 年

生の施設や役割の認知が高かった.  

d) イベントの参加経験と思い出 

Q3 では表-2 に示したイベントの参加経験とその

思い出について集計した.   

参加経験があると回答された上位 5 つのイベントで

は, 実施年度によって変わらず多数の回答が見られ, 

思い出に関する記述回答数も多かった. 2019 年と

2025 年で共通して記述回答が得られたイベントを

表-5に示す.  
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e) 動植物の知識 

Q4 では福島潟およびその周辺で回答者が見つけ 

た動植物の知識について集計を行った.  

 アンケート実施年度に依らず, 約45種類の動植物

の回答が得られるといった幅広い知識が得られた. 

特に回答が多かったものについては表-6に示す. ま

た, アンケートの回答の特徴として, 2019 年では幅

広い回答が多かったものの, 2025 年では特定の種類

の動植物の回答が目立った.  

 

4. 自由記述回答による認識の分析 

 

 続いて, 子どもたちの福島潟に対する認識につい

てより深く把握するために各設問の自由記述回答を

大森による認識の 4 分類によるコーディングを参考

に, 生成的コーディングを行い, 各設問項目に対す

る回答を整理した. 生成されたコードを表-7に示す. 

また, 各設問項目に対するコードの分類結果につい

て, 総コード数に対する割合を表-8 に示す. なお, 

以下ではメインコードを【】, サブコードを《》とし

て表記する.  

 

(1) 福島潟周辺施設の知識と思い出 

 Q1-2 において, 回答者に表-1 に示した福島潟を

取り囲む 10施設から最大 3つ選択し, その施設の知

識や思い出についての記述回答を得た. 知識と思い

出についてそれぞれ, 生成的コーディングにより得

られた特徴を記述する.  

a) 施設に対する知識 

施設に関する知識の回答は全体的な傾向とし

て, その施設に関する状況といった【説明的】な

認識と, その状況について回答者が抱いた【印象

的】な認識が見られた. 特徴的なものは【説明的】

なもののうち, 《過去の状況》や《現在の状況》に

関する回答であった.  

施設ごとにサブコードの内容に着目すると, 施

設「ふれあい館」や「潟来亭」, 「遊水館」などで

経時的変化のない特徴的なコードが見られた.  

b) 施設に対する思い出 

施設に関する思い出の回答では, その場で回答者

が行った【経験的】な思い出が特徴的に得られ, 次い

でその時に抱いた【印象的】認識, そして, 経験に付

属するようにその施設や経験したときの状況に関す

る【説明的】認識が見られた.   

 施設ごとにサブコードの内容に着目すると, 「ふ

れあい館」や「自然学習園」, 「オニバス池」におい

て, 経時的変化の少ない特徴的なコードが見られた.   

 

(2) イベントの思い出 

Q3において, 回答者に表-2に示したイベントから

1 つ選び, その思い出についての記述回答を得た. 

イベントに関する全体的な認識の特徴と表-5 に示

した比較可能な 7 イベントの特徴を示す.  

イベントの思い出に関する記述回答の全体的な傾

向としては, イベントを体験しての【印象的】認識や, 

その時体験した【経験的】認識が特徴的に見られた.  

各イベントの認識に着目すると, 「菜の花の見頃

に行く」のみ, 《状況》を説明する認識という経時的

変化が少ない特徴が見られた.   

(3) 動植物の知識 

Q4 において, 福島潟周辺で見られた動植物の名

前と発見時の感想の記述回答を得た. 表-6 に示し

た動植物 5 つと全体的な認識の特徴を示す.  

動物 植物 

・ オオヒシクイ ・ オニバス 

・ ザリガニ ・ 菜の花 

・ 白鳥   

上
位 

・ 自然文化祭 ・ 菜の花の見頃に行く 

・ ザリガニ釣り ・ 遊水館の水遊び 

・ 潟船乗船体験   

 ・ 福島潟マラソン ・ 潟キャンプ 

メイン サブ 説明 例

現在 習慣的な行動 吹奏楽部で演奏をしに行く

過去 過去の経験 校外学習で行った

学習 学習の成果 水俣病について学んだ

伝聞 他者から聞いたこと 鳥がぶつからないようにしているらしい

現在の状況 現在の状態 菜の花がある

過去の状況 特定時点での状態 お土産も売っていた

知識 対象の知識 葛塚中学校を作った人

名称 名称・固有名詞 プール, 遊水館

学習内容 学習内容の説明 福島潟について分かる

好印象 好意的な気持ち 菜の花がきれいだった

悪印象 悪印象な気持ち 小さい頃, 魚が怖かった

程度の把握 大きさなどの程度 大きな建物だと思った

その他 上記3つ以外 おんせんがあったかい

課題 課題 記述無し

願望 個人の願望 また行きたい

提案 提案 お化け屋敷も絶対行くべき

予想 他者への願望 福島潟にもっと来てほしい

経
験
的
認
識

説
明
的
認
識

印
象
的
認
識

課
題
的
認
識

表-7 記述内容のコード整理結果 

 

表-5 イベントの回答結果 

表-6 動植物の回答結果 

設問 実施年度 回答数 コード数【経験的】【説明的】【印象的】【課題的】

2019 615 782 2.6 73.5 23.7 0.3

2025 316 435 1.6 78.2 20.0 0.2

2019 636 704 56.3 13.9 29.7 0.1

2025 330 376 54.5 16.5 28.7 0.3

2019 223 324 39.2 12.0 45.7 3.1

2025 146 249 39.8 13.7 45.8 0.8

2019 292 355 3.4 32.4 64.2 0.0

2025 255 306 0.7 31.4 68.0 0.0

施設知識

施設思い出

イベント

動植物

表-8 記述回答の分類結果 

 



 

 

動植物を見つけた時の感想に関する認識の特徴と

しては, 見つけた時の【印象的】認識と, その時の《状

況》に関する【説明的】認識が見られた.  

動植物ごとにサブコードの内容に着目すると , 

「オニバス」や「菜の花」については経時的変化の

少ない特徴的なコードが見られた. 一方で, 動物に

関する認識は, 学年・実施年度によって特徴的に見

られる認識が異なった.  

 

5. 結論 

 

(1) 本研究の成果と考察 

 本研究では, 福島潟付近に住む中学生を対象とし

て, 福島潟に対して抱く認識の実態と経時的変化を

捉えることを試みた.  

 結果として, 中学生は施設に対してその場所の知

識やその場での体験を主に認識していることや, ビ

ュー福島潟をはじめとした自然学習に関わる施設の

認知度が上昇していた. また, 治水施設に対しては, 

その役割の認識には施設見学などの, 施設を知ろう

とする経験が必要であると考えられる. 一方で, 経

時的変化に着目すると, 認知や認識は施設によって

その変化が見られ, 施設ごとに中学生の認識に影響

を与えていると考えられる.  

 イベントや動植物では, 主にその時の印象を中心

に認識されていることが特徴的に見られた. そして, 

中学生の認識に対して影響を与える特徴的なイベン

トや動植物が見られた. また, 経時的変化に着目す

ると, イベントや動物の認識の多くは実施時期によ

るサブコードレベルでの認識の違いが見られた. そ

のため, 中学生の認識への影響の与え方にはイベン

トや動植物に依らない影響があると考えられる.  

 中学生の認識は「施設」「イベント」「動植物」と

いった全体的な記述回答傾向は経時的に変わらない

ものの, 具体的な施設名など細かく見れば, その認

識に経時的変化が見られ, 各施設, イベント, 動植

物の一部に特徴的に得られるコードが見られる.   

 

(2) 今後の展望  

 中学生の認識は, 施設, イベント, 動植物などに

影響を受けているが, その影響の受け方に経時的変

化がある. 特に, 本研究において実施年度に共通し

た特徴がよく見られなかったイベントや動物は季節

や時間により変わるものである. これらの影響を考

慮して, さらなるアンケートや現地での調査活動に

よって, イベントや動植物が与える認識への影響に

ついてその関係性を明らかにできると考えられる.  
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